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（ご注意）
1.	 株主様の住所変更、買取請求その他各種お手続きに
つきましては、原則、口座を開設されている口座管理
機関（証券会社等）で承ることとなっております。口
座を開設されている証券会社等にお問合せくださ
い。株主名簿管理人（三菱UFJ信託銀行）ではお取
り扱いできませんのでご注意ください。

2.	特別口座に記録された株式に関する各種お手続き
につきましては、三菱UFJ信託銀行が口座管理機
関となっておりますので、左記特別口座の口座管理
機関（三菱UFJ信託銀行）にお問合せください。な
お、三菱UFJ信託銀行全国各支店にてもお取次ぎい
たします。

3.	未受領の配当金につきましては、三菱UFJ信託銀行
本支店でお支払いいたします。

事 業 年 度 毎年4月1日から翌年3月31日まで
期末配当金受領
株 主 確 定 日 3月31日

中間配当金受領
株 主 確 定 日 9月30日

定 時 株 主 総 会 毎年6月
株主名簿管理人
特別口座の口座管理機関 三菱UFJ信託銀行株式会社

同 連 絡 先
三菱UFJ信託銀行株式会社　証券代行部
〒137-8081　東京都江東区東砂七丁目10番11号
℡ 0120-232-711（通話料無料）

上 場 取 引 所 株式会社名古屋証券取引所　市場2部（コード6655）

公 告 方 法
電子公告により行います。ただし、やむを得ない事由
により電子公告をすることができない場合は、日本経
済新聞に掲載します。

公告のホームページアドレス http://www.toyo-elec.co.jp/

お問合せ先
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Q

売上高

第74期
（25/3）

第75期
（26/3）

（単位：百万円）

8,225

営業利益

第74期
（25/3）

（単位：百万円）

263

経常利益

第74期
（25/3）

（単位：百万円）

連結決算ハイライト

当期純利益

第74期
（25/3）

（単位：百万円）

328 228

第75期
（26/3）

第75期
（26/3）（27/3） （27/3）

第75期
（26/3）

8,459

313
178

357

第76期
（27/3）

第76期 第76期 第76期
（27/3）

8,662

307

29

374

トップインタビュー

　おかげさまで東洋電機は、本年9月に創業から70周年
という節目の年を迎えることとなりました。これもひとえ
に株主の皆様のご支援と諸先輩方の努力の賜物とあらため
て感謝を申しあげる次第です。
　いまを生きる私たちは、先人たちの努力に報いるべく、
更なる挑戦の心を奮い起こさなければなりません。皆様の
変わらぬご支援を心よりお願い申しあげます。

代表取締役社長

松尾 昇光

東洋電機のこの1年はどのようなものでしたか。

A 景況感は一進一退が続いています。企業収益の回復
に伴い企業の設備投資に新たな動きは見られたもの

の、円安による原材料価格の高騰などを背景に、受注環境
は力強さに欠ける展開となりました。当社は全社をあげて受

創業70周年を機に さらなる高みを目指そう

注の拡大に努めるとともに、引き続き原価改善、業務効率
化に努めた結果、売上高は前年実績を上回ることができま
した。

なお、当社および国内連結子会社3社が加入する厚生年
金基金を1年後に解散することとなり、それに関連して約2
億3千万円の特別損失を計上することとなりました。ご理解
をたまわりたいと思います。 

●●
●●

第74期
（25/3）

（単位：円） （単位：円） （単位：百万円）

第74期
（25/3）

設備投資額 減価償却費（単位：％）株主資本利益率（ROE）　　
総資産経常利益率（ROA）

4.83

3.44

561.36

26.56

第74期
（25/3）

第74期
（25/3）

127169

1株当たり当期純利益 1株当たり純資産額（BPS） 株主資本利益率（ROE）/総資産経常利益率（ROA） 設備投資額/減価償却費

第75期
（26/3）

第75期
（26/3）

第75期
（26/3）

第76期
（27/3）

第75期
（26/3）

3.61

3.66

0.57

3.69 453

162

第76期
（27/3）

586.94

20.74

第76期
（27/3）

第76期
（27/3）

658

217

598.32

3.39

1
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創業70周年を機に さらなる高みを目指そう
主なセグメントの取り組みはいかがでしたか。

A 国内制御装置関連事業は、部門間でややばらつきが
見られました。エンジニアリング部門では採算性を

重視した受注活動を展開したことから、配電盤は減少したも
のの、鉄道関連向け監視制御装置が増加しました。機器部
門については、表示器の需要が再生可能エネルギーの買取
価格の見直しなどにより低迷したものの、エレベータセンサ
需要の回復や空間光伝送装置分野の伸びが業績を牽引しま
した。変圧器部門については、データセンター向け受配電
用乾式変圧器などが伸長しました。引き続き、地域防災関
連の変圧器も堅調に推移しています。

海外制御装置関連事業は、アジア市場を中心にエレベー
タセンサの需要は拡大したものの、中国における受配電盤
事業の黒字化は道半ばとなっています。

樹脂関連事業は、前年の道路交通安全資材分野からの撤
退により売上高は減少いたしました。

●●
●●

第74期
（25/3）
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586.94

20.74
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（27/3）

第76期
（27/3）

658

217

598.32

3.39

海外市場開拓部と国内市場開拓部の動きは順
調ですか。

A 海外市場開拓部は、中国市場において日系企業を
含む中国国内の販売を後押しするため、子会社南京

華洋電気有限公司の営業サポートに全力で当たっています。
今後、中国子会社の役割は海外市場に向けた生産拠点から
中国国内に向けた生産・販売拠点になる可能性が高まって
います。

国内市場開拓部は、既存事業と新製品「マジックビー」な
どとの営業融合を急いでいます。大手国内メーカーの工場に
生産工程の監視装置として活用が検討されています。作業
の効率アップを図る工程の可視化が期待されています。

日本放送協会（NHK）と共同で開発した「水中可視光通
信装置」は、試作機が納入され試験運用も無事終了しまし
た。このニュースが伝わったのか、海外からもオファーが寄
せられています。将来性が期待できる未来型のシーズになり
そうな予感もしています。なお、営業におけるマーケティン

2
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Q

Q

トップインタビュー

グ力を強化するため、経験者2名を経営企画本部長付とし、
営業開拓に向けた新しい動きを始めています。

タイ子会社が稼働しました。目論み通りの動きで
しょうか。

A タイ王国に新設した子会社Thai Toyo Electric 
Co.,Ltd.は、創業から2〜3年は赤字を覚悟してきま

したが、タイ国内に加えてASEAN向けのエレベータセンサ
が比較的順調に伸びており、1年前倒しで黒字化する可能性
もあると期待しています。

今後は製造設備の導入も視野に入れ、子会社内の体制整
備を急いでいます。将来的にはアジア市場を視野に、エレ
ベータセンサに加えて工場の自動化装置などの製造・販売
も手掛けていけないかと、期待しています。

いよいよ創業70周年です。抱負と決意をお聞か
せください。

A 当社は、終戦直後の昭和20年に創業しました。本年
9月で創業70周年を迎えます。また、2年後には設

立70周年を迎えます。これらの節目の年を形だけのお祝い
の場に終わらせるのではなく、もう一段上を目指す飛躍の機
会ととらえ、新しい動きをさらに加速したいと考えています。

当社は平成9年に名証二部に上場してすでに20年近くが
経過しようとしています。現状に安住するのではなく、近い
将来の通過点として東証を目指せないかと考えています。金
融市場の指定替えは当社だけで決められるものではなく、
当然ながら厳しい審査基準も待ち受けています。そうした
基準をいかにクリアするかも大きな課題となっています。  

そうした新しい動きの1つとして、この6月開催の株主総会
で会社法の改正に伴う「監査等委員会設置会社」への移行
を決めました。監査等委員である取締役3名で構成する「監

査等委員会」を設置し、取締役の仕事ぶりを監督するもの
ですが、企業の透明性を高め、コーポレートガバナンス（企
業統治）の体制の更なる充実を狙いとしています。

なお、当社は創業70周年を迎えるにあたり、株主の皆
様に感謝の意を表するため、平成27年3月期の期末配当に
ついては、1株当たり2円の記念配当を実施することとしま
した。これにより平成27年3月期の1株当たり配当は普通
配当4円に記念配当2円を加えた6円となります。すでに実
施した中間配当の4円を加えると年間配当金額は1株当たり
10円となります。

当社は創業70周年を「第2の創業」と位置づけ、さらに
事業の持続的かつ健全な発展を目指してまいります。引き
続き株主の皆様のご理解とご支援をよろしくお願い申しあ
げます。

3
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4

東洋電機は、おかげさまで本年9月に創業70周年を迎えます。創業以来、時代の変化に適切に対応しなが
ら、FA業界向け制御機器メーカーとして、これまで蓄積してきた総合エレクトロニクス技術を活用し、常に新
しい技術・製品・システム・サービスを提供してまいりました。
今後も、独自の視点で世の中に貢献することを追求し、当社らしい製品・サービスを提供し続けることで、

持続的な成長を目指してまいります。

昭和	20年	 9月 創業者松尾昇三氏により創業、電気マッチ・電熱機器製作販売を開始

昭和	22年	 7月 兵庫県尼崎市に配電用柱上変圧器の修理を主業として㈱東洋電機工
作所を設立

昭和24年	12月 工場を名古屋市西区に建築し、配電盤・制御盤・変圧器の製作・販売
を新規に開始

昭和	35年	10月 生産増強のため、愛知県春日井市に春日井工場を建設し、配電盤・制
御盤・変圧器の生産拠点を移転

昭和	38年	 7月 初めての自社開発製品となる半導体応用電力調整器「パラコン」を開
発し、販売を開始

昭和	44年	11月 制御回路を無接点化した論理素子および発光ダイオードを応用した光
電スイッチ「マジックアイ」を業界に先駆け開発し、販売を開始

昭和	45年	 1月 商号を東洋電機株式会社に変更

昭和	49年	 9月 マイクロプロセッサを搭載したマイクロコンピュータを開発し、販売を
開始

昭和	56年	12月 自社開発製品「トロイダル変圧器」を開発し、販売を開始
平成元年		 2月 愛知県春日井市の春日井工業団地に神屋工場を建設
平成	3年	10月 東洋機械㈱・東洋電子㈱・東洋変圧器㈱・東洋電設㈱を吸収合併
平成	9年	 1月 名古屋証券取引所市場第二部に上場

平成	10年	 3月 変圧器事業部が乾式絶縁変圧器に対して欧州安全規格「EN60742」
を取得

平成	10年	 4月 全事業部がISO9001認証を取得

平成	11年	 4月 エンジニアリング事業部が社団法人	配電盤工業会の優良工場認定を
取得

平成	14年	 4月 ティーエムシー㈱、東洋電機ファシリティーサービス㈱を分社設立

平成	16年	 7月 当社、ティーエムシー㈱、東洋電機ファシリティーサービス㈱の全工
場において、環境マネージメント「ISO14001」認証を取得

平成	16年	10月 中華人民共和国南京市に子会社「南京華洋電気有限公司」を設立
平成	18年	 1月 「愛知ブランド企業」認定を取得
平成	24年	 2月 ティーエムシー㈱の板金部門を分社し東洋板金製造㈱を設立
平成	25年	 2月 タイ王国バンコク都にThai	Toyo	Electric	Co.,Ltd.を設立
平成	26年	 8月 新春日井工場竣工（本社事務所移転）

昭和
26年

2,000

0

4,000

6,000

8,000
（百万円）

昭和
30年

昭和
35年

昭和
40年

昭和
45年

■単体  ■連結

～成長の証～
   創業期からの売上高は約600倍!

昭和
50年

昭和
55年

昭和
60年

平成
2年

平成
7年

平成
12年

平成
17年

平成
22年

平成
27年

売上高の推移

春日井工場全景

電気マッチ

クローズアップ

close
up

東洋電機 創業70周年の歩み
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29.4％

27.5％

25.8％

エンジニアリング部門

エンジニアリング部門

機器部門

変圧器部門

売上高2,549百万円

主な主要製品

●オンデマンドフォーム印刷機電装品
●インテリジェント多機能リレー（ＩＰＲ）
●省配線型搬送コントローラ（ＭＲＣ）
●宛名紙印刷搭載機

　C 型コントロールセンタ

エレベータセンサ
「かご位置確認用センサ」

樹脂ペレット

売上高889百万円

売上高7,165百万円

前期比 1.1％減

前期比 1.5％増

売上高606百万円 ●廃プラスチックの
　リサイクル
●リサイクル樹脂ペレットの
　生産・販売
●プラスチックの
　コンパウンド受託加工
●樹脂パウダーの生産

鉄道関連製品「無人駅高声電話機」

主な主要製品売上高推移 （単位：百万円）

売上高2,384百万円

主な主要製品

●空間光伝送装置
●エレベータ・エスカレータ関連機器
●交流電力調整器
●情報表示器

機器部門 前期比 5.1％増

空間光伝送装置

乾式変圧器 TKHⅢシリーズ

売上高2,232百万円

主な主要製品

●乾式変圧器
●耐雷変圧器
●モールド変圧器
●始動リアクトル

変圧器部門 前期比 0.7％増

前期比 26.1％増

前期比 12.2％減

2,578

2,267

2,216

売上高推移 （単位：百万円）

第74期
（25/3）

2,025

第75期
（26/3）

2,232

第76期
（27/3）

705

690

売上高推移 （単位：百万円）

778

第74期
（25/3）

713

第74期
（25/3）

第75期
（26/3）

889

第76期
（27/3）

第75期
（26/3）

606

第76期
（27/3）

売上高推移 （単位：百万円）

売上高推移 （単位：百万円）

第74期
（25/3）

2,443

第74期
（25/3）

2,263

第75期
（26/3）

2,549

第76期
（27/3）

第75期
（26/3）

2,384

第76期
（27/3）

82.7％
構成比

構成比

10.3％

構成比

7.0％

セグメント別概況 （平成27年3月期）

Ⅰ. 国内制御装置関連事業

内　訳

Ⅱ. 海外制御装置関連事業

Ⅲ. 樹脂関連事業

主な主要製品

●盤関連製品
　（南京華洋電気有限公司のみ）
　高圧受配電盤
　コントロールセンタ
　ＰＬＣ応用制御盤

●エレベータ関連製品
　（南京華洋電気有限公司と
　Thai Toyo Electric Co., Ltd.）
　マルチビームセンサ
　かご位置確認用センサ

国内制御装置関連事業は、当社グル
ープの中核事業として、日本国内を中心
に事業展開しております。当事業は3部
門から構成されており、その内エンジニ
アリング部門の売上高は減少したもの
の、機器部門の売上高が伸長したことに
より、売上高は7,165百万円（前期比
1.5％増）となりました。

エンジニアリング部門の事業は、業種業界ごとに異なる制御システムを提供して
おります。当事業の内、監視制御装置分野や搬送制御装置分野は増加したものの、
印刷制御装置分野や配電盤分野が減少したことにより、売上高は2,549百万円（前
期比1.1％減）となりました。

機器部門の事業は、光技術を応用した様々な産業設備用機器を自社開発し、自
社製品として提供しております。当事業の内、表示器分野は減少したものの、セン
サ分野や空間光伝送装置分野が増加したことにより、売上高は2,384百万円（前期
比5.1％増）となりました。

変圧器部門の事業は、当社が設立以来営んでおり、受配電用変圧器から機械設備用
変圧器などを提供しております。当事業は、データセンターなどのIT関連の需要が伸長
したものの受配電関連の需要が減少したことにより、売上高は2,232百万円（前期比
0.7％増）となりました。

5
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29.4％

27.5％

25.8％

エンジニアリング部門

エンジニアリング部門

機器部門

変圧器部門

売上高2,549百万円

主な主要製品

●オンデマンドフォーム印刷機電装品
●インテリジェント多機能リレー（ＩＰＲ）
●省配線型搬送コントローラ（ＭＲＣ）
●宛名紙印刷搭載機

　C 型コントロールセンタ

エレベータセンサ
「かご位置確認用センサ」

樹脂ペレット

売上高889百万円

売上高7,165百万円

前期比 1.1％減

前期比 1.5％増

売上高606百万円 ●廃プラスチックの
　リサイクル
●リサイクル樹脂ペレットの
　生産・販売
●プラスチックの
　コンパウンド受託加工
●樹脂パウダーの生産

鉄道関連製品「無人駅高声電話機」

主な主要製品売上高推移 （単位：百万円）

売上高2,384百万円

主な主要製品

●空間光伝送装置
●エレベータ・エスカレータ関連機器
●交流電力調整器
●情報表示器

機器部門 前期比 5.1％増

空間光伝送装置

乾式変圧器 TKHⅢシリーズ

売上高2,232百万円

主な主要製品

●乾式変圧器
●耐雷変圧器
●モールド変圧器
●始動リアクトル

変圧器部門 前期比 0.7％増

前期比 26.1％増

前期比 12.2％減

2,578

2,267

2,216

売上高推移 （単位：百万円）

第74期
（25/3）

2,025

第75期
（26/3）

2,232

第76期
（27/3）

705

690

売上高推移 （単位：百万円）

778

第74期
（25/3）

713

第74期
（25/3）

第75期
（26/3）

889

第76期
（27/3）

第75期
（26/3）

606

第76期
（27/3）

売上高推移 （単位：百万円）

売上高推移 （単位：百万円）

第74期
（25/3）

2,443

第74期
（25/3）

2,263

第75期
（26/3）

2,549

第76期
（27/3）

第75期
（26/3）

2,384

第76期
（27/3）

82.7％
構成比

構成比

10.3％

構成比

7.0％

セグメント別概況 （平成27年3月期）

Ⅰ. 国内制御装置関連事業

内　訳

Ⅱ. 海外制御装置関連事業

Ⅲ. 樹脂関連事業

主な主要製品

●盤関連製品
　（南京華洋電気有限公司のみ）
　高圧受配電盤
　コントロールセンタ
　ＰＬＣ応用制御盤

●エレベータ関連製品
　（南京華洋電気有限公司と
　Thai Toyo Electric Co., Ltd.）
　マルチビームセンサ
　かご位置確認用センサ

海外制御装置関連事業は、当社グループの海外企業2
社が事業を展開しており、中国南京市にある南京華洋電
気有限公司は、中国国内向け盤関連製品の製造販売や、
中国国内やタイ王国などに向けたエレベータ関連センサ
の製造販売を行っております。またタイ王国にあるThai 
Toyo Electric Co.,Ltd.は、南京華洋電気有限公司から輸
入したエレベータ関連センサの検査販売を行っておりま
す。

当事業は、日系企業向け制御盤が増加しエレベータセ
ンサがほぼ横ばいとなったことにより、売上高は889百万
円（前期比26.1％増）となりました。

なお、当事業と国内制御装置関連事業における機器部
門とは、日本向けエレベータセンサなどの製品群において
進料加工生産を行っております。

樹脂関連事業は、当社グループの東洋樹脂㈱が展開し
ている樹脂リサイクル事業です。当事業は、前年の道路
交通安全資材分野からの撤退により、売上高は606百
万円（前期比12.2％減）となりました。

6
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現金及び預金
1,628

受取手形及び売掛金
3,752

たな卸資産
1,125
その他
148

有形固定資産
2,684

無形固定資産
282

投資その他の資産
844

現金及び預金
1,794

受取手形及び売掛金
3,690

たな卸資産
943
その他
150

有形固定資産
2,213

無形固定資産
275

投資その他の資産
739

流動負債
3,398

固定負債
1,787

株主資本
4,852

その他の
包括利益累計額

300
少数株主持分

125

流動負債
3,408

固定負債
1,227

株主資本
4,892

その他の
包括利益累計額

163
少数株主持分

115

資産合計
9,806

資産合計
10,464

負債・純資産合計
9,806

負債・純資産合計
10,464

連結貸借対照表の概要 （単位：百万円）

当　期前　期
（平成26年3月31日現在） （平成27年3月31日現在）

当　期前　期
（平成26年3月31日現在） （平成27年3月31日現在）

負債
5,186

純資産
5,278

負債
4,635

純資産
5,170

流動資産
6,654

固定資産
3,810

流動資産
6,578

固定資産
3,228

7

連結決算概要

総資産は、現金及び預金が減少したものの、たな卸資産および春日井工場建設に伴う建物の増加など有形固定資産が増加した
ことなどにより前期末比657百万円増加し、負債は、未払法人税等および短期借入金など流動負債が減少したものの、長期借
入金や厚生年金基金解散損失引当金など固定負債が増加したことにより前期末比550百万円の増加となりました。なお、純資
産は、利益剰余金が減少したものの為替換算調整勘定の増加などにより107百万円増加しました。

POINT
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連結損益計算書の概要 （単位：百万円）

連結キャッシュ・フロー計算書の概要 （単位：百万円）

当　期
平成26年4月1日から平成27年3月31日まで

前　期
平成25年4月1日から平成26年3月31日まで

当　期
平成26年4月1日から平成27年3月31日まで

前　期
平成25年4月1日から平成26年3月31日まで

8,662
売上高

2,454
売上
総利益

307
営業利益 374

経常利益

85
税金等調整前
当期純利益

29
当期
純利益

6,207
売上原価

2,146
販売費及び
一般管理費

111
営業外収益

44
営業外費用

0
特別利益 289

特別損失

91
法人税、住民税及び事業税

△36
法人税等調整額

1
少数株主利益

313
営業利益8,459

売上高

2,368
売上
総利益

経常利益
357

826

現金及び
現金同等物の
期末残高

17

現金及び
現金同等物に
係る換算差額

285
営業活動による
キャッシュ・フロー

△684

投資活動による
キャッシュ・フロー

199

財務活動による
キャッシュ・フロー

現金及び
現金同等物の
期首残高
1,007

現金及び
現金同等物の
期末残高
1,007

現金及び
現金同等物の
期首残高
1,234

178
当期
純利益

8

連結決算概要

当期の現金及び現金同等物は、前期末に比べ181百万円減少し826百万円となりました。営業活動の結果得られた資金は、
厚生年金基金解散損失引当金繰入額やたな卸資産の増加などにより285百万円となりました。投資活動の結果使用した資金
は、有形固定資産の取得による支出などにより684百万円となりました。財務活動の結果使用した資金は、長期借入金によ
る収入などにより199百万円となりました。

POINT

当期は、新技術開発など売上の拡大に向け、新たな事業基盤の構築に積極的に取り組みました。売上高は、特にセンサ類が
堅調だったことにより、2.4％増収となりました。利益面では、販売費及び一般管理費が増加したことにより営業利益は減益
となりましたが、助成金収入が増加したことにより経常利益は増益となりました。当期純利益は、特別損失に厚生年金基金解
散損失引当金繰入額を計上したことなどにより減益となりました。

POINT
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トピックス 第76期 のトピックスをご紹介いたします。

9

会社概要/株式状況社員インタビュー

平成19年の入社から今年で9年目。エンジニアリング事
業部で制御盤のPLCソフト（あらかじめ定められた順序ま
たは手続きで機器の制御を行う仕組み。シーケンス制御
とも呼ばれる）の設計に携わってきました。平成24年に
は機器事業部に異動となり、電力調整器パラコンの開
発・設計を担当するようになりました。現在はメガソーラ
ー向けに発電量が一目で分かる表示機器も担当しています。

学生時代の専攻は電子工学です。PLCは当社に入社し
て初めて体験した技術ですが、新しい技術に挑み、習得
する機会があるのは技術者としてうれしいことです。

社会人になって変わったことは、時間を守ることの大切
さを知り、責任感に目覚めたこと。決められた工期の中で、
求められる性能を出すことの難しさを痛感しています。

仕事の多くは、お客様の現場で最終調整するものがほ
とんどですが、最初の頃は思った性能がなかなか出ず、時
間ばかりが経過しました。お客様の担当者に深夜までつ
きあってもらうわけですから、ヒヤヒヤものです。ただ、

そんな現場でも「こんなこともできるようになれば……」
という提案を受け、その場で実現して喜ばれたことも幾度
となくあります。現場での作業は、お客様のナマの声が聞
け、自分自身が視野を広げる上で欠かせないものとなって
います。

25歳で家庭を持ち、現在は5歳と3歳の2人の男の子の
父親。今、家族ぐるみではまっているのが『妖怪ウォッチ』
のゲームです。親と子という垣根を越え、家族であること
の喜びをかみしめる瞬間です。学生時代の趣味はバスケッ
トボール。今はバスケットボールをする機会はなく、テレ
ビでNBA（北米のプロバスケットボールリーグ）のスーパ
ースターたちのプレーを観戦するのが楽しみです。

お客様の要望を
吸い上げられる力を

本社・春日井工場の正門と駐車場が完成

機器事業部製造部技術課　　佐藤 大輔

　本社・春日井工場本館の新社屋
が昨年完成したのに続き、このほ
ど正門と駐車場も完成しました。
これまでご不便をおかけし誠に申
し訳ありませんでした。
工場正門（写真左）と
工場駐車場・緑地（写真右）
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トピックス 第76期 のトピックスをご紹介いたします。

10

会社概要/株式状況社員インタビュー

●金融機関 

●金融商品取引業者

●その他法人

●個人・その他

●100単元以上

●10単元以上

●5単元以上

●1単元以上

●1単元未満

19.41％

0.07％

24.27％

56.25％

66.96％

21.52％

5.39％

6.04％

0.09％

所有者別

所有数別

（平成27年3月31日現在）

発行可能株式総数 18,000,000株（普通株式）
発行済株式の総数             9,388,950株
 （自己株式 776,274株を含む）
株　主　数 591名

商 号 東洋電機株式会社
設 立 1947年（昭和22年）7月
資 本 金 10億3,708万円
本社・春日井工場 〒486-8585　

愛知県春日井市味美町2-156
神 屋 工 場 〒480-0393　

愛知県春日井市神屋町字引沢1-39
営 業 所 東京、名古屋、大阪
関 係 会 社 東洋樹脂株式会社　    （愛知県小牧市）

東洋電機ファシリティーサービス株式会社
（愛知県春日井市）

東洋板金製造株式会社 （愛知県春日井市）
南京華洋電気有限公司　

（中華人民共和国江蘇省南京市）
Thai Toyo Electric Co., Ltd.

（タイ王国チョンブリ県）
主要取引銀行 百五銀行、商工中金、三井住友銀行、

名古屋銀行
従 業 員 数 223名（連結523名）

会社の概況 株式の状況

株式分布状況

大株主

役員（平成27年6月24日現在）

（注）取締役有賀重介および葛谷昌浩の各氏は、社外取締役であります。

株 主 名 持株数 持株比率

有 限 会 社 城 西 855千株 9.92%
東 洋 電 機 従 業 員 持 株 会 647千株 7.52%
東 洋 電 機 取 引 先 持 株 会 534千株 6.20%
株式会社商工組合中央金庫 465千株 5.39%
株 式 会 社 百 五 銀 行 428千株 4.96%
松 尾 隆 徳 364千株 4.22%
松 尾 昇 光 308千株 3.57%
トーヨーテクノ株式会社 289千株 3.36%
第 一 生 命 保 険 株 式 会 社 250千株 2.90%
日 本 生 命 保 険 相 互 会 社 250千株 2.90%

代表取締役会長 松 尾 隆 徳
代表取締役社長 松 尾 昇 光
常 務 取 締 役 松 村 和 成
取 締 役 丹 羽 基 泰 経営企画本部長
取 締 役 加 藤 　 信 管理本部長
取 締 役 清 水 純 一 海外事業本部長
取 締 役 加 藤 茂 男 エンジニアリング事業部長
取 締 役 堀 　 睦 英 機器事業部長
取 締 役 奥 村 光 宏 海外事業本部海外営業部長
取締役（監査等委員） 森 　 正 一
取締役（監査等委員） 有 賀 重 介
取締役（監査等委員） 葛 谷 昌 浩

（注）持株比率については、自己株式（776,274株）を控除して算出しております。
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